
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

○規範意識の育成を図り、自ら考
え、自ら行動できる生徒の育成を図
る。
○生徒会活動、部活動を活性化し、
学校活性化を図る。

大学進学等の進学指導と、幅広い就職先の確保による就職指導のきめ細やかな実践

各学年におけるキャリア教育の具体的目標をたて、成果や課題を明確にする。

○美化意識を育成し、校内美化の保
持に努める。
○感染対策を継続し、校内から感染
者を出さない取組に努める。

○進路実現に向けて、計画的に粘り
強く取り組む。
○学習・生活両面の中で主体的な取
り組みができるよう推進していく。

日常の清掃活動および学校行事前の清掃活動を徹底し、校舎内外の美化を保持
する。

校内の感染症拡大防止のための対応を継続する。

遅刻・欠席をさせない指導を徹底し、家庭との連絡を密に行う。

五分前行動及び提出期限の厳守といった良い習慣を身に付けさせる。

第３学年

集団生活を構成する一員としての自己の役割や責任について自覚させる。

検定試験合格に向けた環境を学年全体で整え、資格取得に対する姿勢を育て
る。

○基本的生活習慣の確立と基礎学力
の定着を図る。

○生徒の希望進路実現のためのキャ
リア教育の充実を図る。
○総合的な探究の時間の充実を図
る。
〇キャリアパスポートの活用を計画
的に推進する。

学習支援

生徒支援

キャリア支援

年　度　重　点　目　標

高い目標・目的を持たせる

基礎学力の定着と専門性の深化を図る

検定試験の取得に力点を置いた指導の充実

生徒のチャレンジ精神を育む

昨年度も、コロナ禍の中、感染対策を全職員で取組み、生徒の
安全・安心を担保すると同時に、生徒に自信と誇りを持たせる
ため一丸で取組むことができた。今年度はＩＣＴ活用推進を柱
に授業改善を行い、生徒が学ぶことの喜びや達成感を持つこと
ができるよう指導を行うと共に選ばれる学校づくりを更に推進
していく。

昨年度の成果と課題

具体的目標

広報活動の充実と本校の魅力発信を行う

具　体　的　方　策

学校行事等を通してリーダーの育成に力を入れる。

計画的な学習習慣を確立させ、学習の自己調整力を身に付けさせる。

緊急時対応等の研修を実施し、万が一の場合の教員の動きを身につけさせる。

行事の準備・運営計画について情報共有を行い各分掌・学年との連携を図る。

○ＩＣＴ活用を推進するため、研修
体制を図る。
○教員の資質・能力向上のための教
員研修を計画し、充実を図る。

○儀式的行事について、意義と伝統
を踏まえた計画の作成や運営を行
う。
○ＰＴＡや同窓会と連携し、教育活
動の実態に応じた活動を実現する。

○生徒一人一人の資質・能力を伸ば
すための授業実施を目指す。
○新しい基準に基づく評価方法の定
着を図る。

　
　自己評価は

　　　　A　：　適切である

　　　　B　：　概ね適切である

　　　　C　：　やや適切である

　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

生徒の良い面を褒めるなど、生徒のプラスの面を評価する指導方法を実施す
る。

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標

目的意識を持たせ、個々の自己実現の支援を行う。

ＩＣＴ活用を推進し、授業改善に努める。

検定試験に挑戦し合格する成功体験を積ませ、更なる高度な資格に挑戦させる。

国公立大学及び難関大学への挑戦と、新たな求人開拓により生徒の希望進路実現を目指す。

本校の魅力を地域や中学生に発信し、「選ばれる学校」になる。

最終学年としての責任と自覚を持ち、自己実現に向けての努力を継続する。

生徒の美化意識を向上させ、主体的な美化活動を推進する。

ＰＴＡや同窓会と緊密に連携し、関連行事の円滑な運営を行う。

挨拶指導・頭髪指導・服装指導等を通して生徒に規範意識を身につけさせる。

進路講話や進路ガイダンス等により、進路意識の醸成を図る。

教員間での授業参観を実施し、授業改善を図る機会を設定する。

学校関係者評価

次年度の主な課題

規律を重んじ、ビジネスマナー等を身に付け、成人としての心構えを培う。

キャリア支援・保護者等と連携し、生徒の進路実現に向けて情報を共有して取
り組む。

スタディサプリ・こころざし実現講座等を活用し、基礎学力の向上を図る。

学校運営方針
（１）高い志をもち、新しい時代や社会のニーズに主体的に対応できる人材の育成
（２）新たな価値を創造し、持続可能な地域、社会の発展に貢献できる人材の育成
（３）多様な社会の中で「あたたかい心」をもった、自他を尊重できる人間性豊かな人材の育成

ＩＣＴ活用を授業改善の中心に据え、タブレット端末を積極的に活用する。

挨拶の励行及び清潔な身嗜みが社会に出るために必要なマナーであることを理
解させる。

集団生活の中で規範意識の大切さと、自己の役割や責任について自覚し、他者
を思いやる気持ちを涵養し、主体的な社会参加への意識づけを図る。

一般教科と商業との連携を強化し、学びを通して課題解決能力の育成と専門性
の深化を図る。

キャリア支援等と連携し、進路ガイダンス等を通して、学びの活動記録等を活
用し、自身の進路実現に向けての準備を行う。

様式３

自己評価

令和４年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立若松商業高等学校

○自主的・主体的な姿勢で粘り強く
物事に取り組む姿勢の確立を図る。

〇基礎学力の定着と課題解決能力の
育成

〇キャリア教育の推進

部活動加入率４０％を目標とし活性化を図る。

教務

生徒指導

保健環境

進路指導

第２学年

第１学年

考査問題の質を向上させ、定期考査の学習が、学力向上に繋がるように努め
る。

タブレット端末を活用した授業を推進するための、研修を実施する。

新型コロナウイルス感染症の感染状況を確認し、臨機応変に適切に対応する。

観点別評価の定着を図り、授業改善に努める。

研修図書

企画庶務

若年教員研修等の各種研修を円滑に実施する。

２０



総合ビジネス科

ビジネス情報科

事　　務

上位級に挑戦する意欲を湧かせ、目標に向けて我慢と諦めない姿勢を養う。

プログラミングの学習内容をビジネスの場面と結び付けさせる。

○教育環境の整備

基礎・基本を重視した教科指導を徹底し、生徒が学びの達成感を得られるよう
な授業改善を重ねる。

○生徒の就学支援
各学年と連携して、生徒の経済状況の把握に努め、生徒の就学を適切に支援す
る。

○差別に気づき、差別を許さない生
徒を育てる。

従来の指導案のみにとらわらず、部落差別及び本校生徒の現状を踏まえた指導
案を作成する。

〇商業高校生としての志と技術を身
に付けさせる商業教育の充実

〇商業高校生としての志と技術を身
に付けさせる商業教育の充実
〇ビジネスの諸課題をコンピュータ
を活用して解決できる能力を育成す
る。

部落差別解消に向けて研修を行い職員の理解を深め、実践していく。

商業教育

人権・同和教育

　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

ビジネスに即した課題を解決する一連の実習を取り入れる

予算の節約（目標5％削減）を推進すると共に、必要性の高い施設修繕、物品購
入を適切に措置する。新型コロナウイルス対策に対応して、柔軟かつ臨機応変
な予算対応に努める。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策


